
　る足場の組立て等に関する基準」の2の(2)手すり据置方式により行うこと

津市白山公民館

道路

道路

津市白山総合支所

津市白山市民会館

津市白山保健福祉センター

☆

工事車両進入路

工事車両置場

縮尺
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No.
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原図：Ａ２

特記事項・附近見取図・配置図兼仮設計画図

仮 設 便所

特記事項

(工事概要)

1:600

・作業着手までの期間に調査及び、施工計画書等を作成し、市監督員の承諾を得ること。

・作業着手までの施設内調査は、事前に市監督員の承諾を得るものとし、施設運営に影響を与え

　ない範囲とする。

(施工条件)

　　　　　構造　　　鉄骨造　２階建

工事内容：施設名称　白山庁舎

工事場所：津市白山町川口地内

※位置 につい て は協 議 する こと

白山庁舎防水改修工事

　　　　　工事項目　防水改修

☆

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

・設置する足場については、「手すり先行工法に関するガイドライン」(厚生労働省平成21年4月

　策定）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

　幅木の性能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法によ

(外部足場)

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築､電気設備､機械設備工事編)最新版｣

(適応基準)

・その他関係法令

・工事用水、電力については既存の施設を無償で利用できる。但し、施設運営に影響しないよう

・大型車両の出入りの際には誘導員を配置すること。

・作業着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等あれば、写真に記録しておくこと。また、工

　事過程に於いて、既設施設に破損等を与えた場合は、受注者の負担に於いて速やかに復旧する

　と共に、市監督員に報告をすること。

・設計書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取合いのはつり補

　修復旧は本工事に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

・工事用車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

　事前に打合わせのうえ計画し、施工すること。

　用できるように、ｱﾄﾘｳﾑ改修直下をｺｰﾝ+ｺｰﾝﾊﾞｰで離隔すること。

・工事期間中も施設を利用するため、安全対策には十分配慮すること、なお、来庁者が安全に利

ｺｰﾝﾊﾞｰ 通路

風除室

１/３

親綱張り（緊張器付き）
作業落下防止用

ｺｰﾝﾊﾞｰ

アトリウム

（解体撤去処分）

・本工事により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。

　また、工事着手前に、施工方法を記した施工計画書を市監督員に提出し承諾を得ること。

　また、近隣に対し騒音・振動・粉塵等を配慮した　施工を行うこと。

・工事完了後、マニフェスト（A、B2、D票）を市監督員に提示すること。

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り
（上部より3層分程度）

昇降用足場

　　　　　延面積　　２，０４４㎡

工事箇所

改 修 建 物

工事用車両駐車場

くさび緊結式足場

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ H=1.800

ｶﾗｰｺｰﾝ+ｺｰﾝﾊﾞｰ

交通誘導員(大型車両進入時配置)

工事用車両進入路

配置図兼仮設計画図　１：６００

凡 例

内部仮設計画図

津市白山公民館

白山市民会館

白山庁舎

津市

附 近 見 取 図
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津市建設部営繕課

白山庁舎防水改修工事

屋外機置場

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ立上破損部補修

改　修　前　仕　上　表 改　修　後　仕　上　表

屋 根

ｱ ﾄ ﾘ ｳ ﾑ 網 入 磨 板 ｶ ﾞ ﾗ ｽ （ 一 部 ﾎ ﾟ ﾘ ｶ ｰ ﾎ ﾞ ﾈ ｲ ﾄ 上 張 り ） ｶ ﾞ ｽ ｹ ｯ ﾄ 目 地

庁 舎 棟 鋼 板 屋 根 （ ﾌ ｯ 素 樹 脂 塗 装 鋼 板 ）

▽ ▽ ▽ ▽ ▽▽▽ ▽▽ ▽ ▽ ▽

▽ ▽ ▽ ▽ ▽▽▽ ▽▽ ▽ ▽ ▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽▽

▽

ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

新設　ﾎﾞﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ

既設ｱﾙﾐ製ＦＢ　3mm

新設　目地枠ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材等　撤去後
ｺｰﾅｰ部ｼｰﾘﾝｸﾞ打設

(外貼り用熱線反射ｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ貼り)
既設網入磨板ｶﾞﾗｽ　6.8mm

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｶﾞｽｹｯﾄ

C部 詳細図  1:2

10×10

既設　ﾌｯ素樹脂塗装鋼板

既設ｷｬｯﾌﾟ　 ﾌｯ素樹脂塗装鋼板

455

B部 詳細図  1:3

▽…変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ(ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法)箇所を示す

既設 ﾌｯ素樹脂塗装鋼板

既設ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ　5mm

新設　目地枠ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材等　撤去後
ｺｰﾅｰ部ｼｰﾘﾝｸﾞ打設

変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ圧着(MS-2)

変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)

塔 屋 外 壁 ﾀ ｲ ﾙ 縦 目 地 及 び ｻ ｯ ｼ 廻 り ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 撤 去
ﾀ ｲ ﾙ 縦 目 地 　 変 成 ｼ ﾘ ｺ ﾝ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ( M S - 2 ) 2 5 × 1 0  新 設

ｻ ｯ ｼ 廻 り ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 　 変 成 ｼ ﾘ ｺ ﾝ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ( M S - 2 ) 1 5 × 1 0  新 設

既 設 屋 根 材 ( ﾌ ｯ 素 樹 脂 塗 装 鋼 板 ) 目 地 の 上 、 変 成 ｼ ﾘ ｺ ﾝ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ( M S - 2 ) 1 0 × 1 0 新 設

ﾊ ﾟ ﾗ ﾍ ﾟ ｯ ﾄ 立 上 破 損 部 補 修 　 ( ﾋ ﾞ ｽ 止 め ・ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ) 　 1 箇 所

新設　変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)

： ｶﾞｽｹｯﾄ目地 変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ(ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法)改修範囲を示す

：目地部変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 新設範囲を示す

：既設ｷｬｯﾌﾟ破損部 変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ(圧着)改修範囲を示す

1/2、1/3
1/200

ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

ｶ ﾞ ｽ ｹ ｯ ﾄ 目 地 　 ｼ ﾘ ｺ ﾝ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ( ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ﾞ 工 法 )  新 設

２/３

 B部

 A部

A部  ｱﾄﾘｳﾑ屋上平面図

 C部

ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)
ﾋﾞｽ止め

庁舎棟

ｱﾄﾘｳﾑ
塔　屋

1
,
1
1
4

1,016

既設 ｶﾞｽｹｯﾄ

既設 網入磨板ｶﾞﾗｽ 6.8mm

既設ｷｬｯﾌﾟ破損部補修（ｼｰﾘﾝｸﾞ圧着） 10m程度(5m程度×2列)

既設屋根ｷｬｯﾌﾟ破損部補修

既 設 屋 根 ｷ ｬ ｯ ﾌ ﾟ 破 損 部 補 修  変 成 ｼ ﾘ ｺ ﾝ ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 圧 着  ( M S - 2 )  1 0 m 程 度 ( 5 m 程 度 × 2 列 )

新設　ﾎﾞﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ

新設　ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ
（ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ対応）

（ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ対応）
新設　ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ

3 ,  新 規 ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 と 接 着 し な い 適 切 な 幅 の ﾎﾞﾝ ﾄ ﾞ ﾌ ﾞ ﾚ ｰ ｶ ｰを 貼 り 付 け

2 , 新 規 ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ設 置 部 を 溶 剤 等 を 用 い て 充 分 に 清 掃 す る
1, ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 の 被 着 面 は 、 事 前 に 簡 易 接 着 性 試 験 を 行 う

5, ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞの 充 填 は 、 目 地 底 に ﾉｽ ﾞ ﾙを 当 て て ゆ っ く り か つ 充 分 に 充 填 す る
6, 目 地 幅 に あ っ た ﾍﾗで す み や か に ｼｰﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 表 面 を 平 滑 に 仕 上 げ る
7, 溶 剤 等 を 用 い て 目 地 ま わ り を 清 掃 す る
8, ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 の 硬 化 養 生 後 す み や か に ﾊﾞｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ材 を 除 去 す る

施 工 手 順
※ ﾌﾞﾘ ｯ ｼ ﾞ工 法

既 存 ｼ ｰﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 と の 間 を 絶 縁 す る
4, ﾊ ﾞ ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ材 で 枠 を 作 り 、 ﾊﾞ ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ材 の ｻｲ ｽ ﾞは 、 10× 1 0と す る
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▽
塔屋ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
▽

▽
ｱﾄﾘｳﾑ水上

東側立面図1:200 南側立面図1:200

4,937 8,000 6,0001,063

20,000

Y4 Y3 Y2 Y1

西側立面図1:200 北側立面図1:200

6,0006,0006,0006,0006,0006,000

36,00011,000500 1,845

X1 X7X6X5X4X3X2

X2X3X4X5X6X7 X1

1,845 50011,00036,000

6,0006,0006,0006,0006,0006,000

8,000 6,000

20,000

6,000

Y1 Y2 Y3 Y4

： ｱﾄﾘｳﾑ改修箇所を示す。

ALCﾀｲﾙﾊﾟﾈﾙ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　25×10）
ALCﾀｲﾙﾊﾟﾈﾙ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　25×10）

ALCﾀｲﾙﾊﾟﾈﾙ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　25×10） ALCﾀｲﾙﾊﾟﾈﾙ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　25×10）

ｻｯｼ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　15×10）　W6000×H800 ｻｯｼ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　15×10）　W4000×H800

ｻｯｼ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　15×10）　W6000×H800
ｻｯｼ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（MS-2　15×10）　W4000×H800

３/３

1.0
12.012.0

1.0

12.0
1.0

12.0
1.0

立 面 図

白山庁舎防水改修工事


